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講義身体障害治療学Ⅳ

科目名 授業形態

授業の目的・概要

備考

自由記載

授業予定は前後することがある。評価、プログラムを学ぶ際には実技も交えながら行う。

開講時期

後期

脳神経疾患ビジュアルブック 落合慈之　編 学研メディカル秀潤社

標準作業療法学　専門分野　身体機能作業療法学　第3版 山口昇　他編 医学書院

標準作業療法学　専門分野　作業療法評価学　第3版 能登真一　他編 医学書院

30

種別 割合 評価基準・その他備考

その他

自由記載

ケーススタディで各自レポートを作成する30%

教科書

書名 著者・編集者名 出版社名

レポート

小テスト

標準理学療法学・作業療法学　専門基礎分野　神経内科学　第5版 川平和美　編 医学書院

ケーススタディ【石原】

脳腫瘍【藤井】

70%

ケーススタディ【石原】

脊髄小脳変性症【石原】

重症筋無力症【石原】

ケーススタディ【石原】

重症筋無力症【石原】

成績の評価法と基準

定期試験

平常点

自由記載

参考文献

書名 著者・編集者名 出版社名

特に指定しない

脳腫瘍【藤井】

神戸総合医療専門学校

授業計画

内容

授業の到達目標

脳腫瘍、重症筋無力症、全身性エリテマトーデス、多発性筋炎、皮膚筋炎、脊髄小脳変性症、パーキンソン病の
特徴、機序、症状、予後、作業療法評価・プログラムについて学ぶ。
ケーススタディを通して知識の総括と臨床的思考の練習を行う。

１.各疾患の概要（特徴、機序、症状、予後）ついて説明ができる。
２.各疾患で行われる評価を列挙できる。
３.各疾患で行われる代表的な評価を一部実施できる。
４.各疾患に対する作業療法について説明ができる。
５.ケーススタディを通して、統合と解釈、問題点の列挙、目標の立案、プログラムの立案ができる。

担当教員名

石原 真奈美・藤井 一真

時間数（単位数） 授業回数

15 回

年次

2 年次

脊髄小脳変性症【石原】

全身性エリテマトーデス、多発性筋炎、皮膚筋炎【石原】

全身性エリテマトーデス、多発性筋炎、皮膚筋炎【石原】

パーキンソン病【藤井】

パーキンソン病【石原】

脊髄小脳変性症【石原】

パーキンソン病【藤井】


